募集要項　その１
令和８年度及び令和9年度採用　島牧村地域おこし協力隊
（観光まちづくり：体験観光コンテンツ作成及び起業家養成）
（令和８年５月１１日更新）

この度、島牧村では、都市圏に在住する方を対象として、島牧村の観光まちづくりに携わる人材として、国の制度を利用した地域おこし協力隊員を募集します。
任期期間中は、村が委嘱した観光まちづくり講師(地域力創造アドバイザー)による定期訪問の中での指導・助言等の伴走支援により、活動について手厚いサポートを受けることができます。具体的には、村の資源を活用した観光まちづくり全般、各種商品開発、人材育成、体験観光コンテンツの開発から商品化、販売まで一貫して取り組んで頂きます。その経験をもとに任期終了後は島牧村に定住し、起業や事業承継などによって地域経済を担うことができる人材を募集しておりますので、ふるってご応募ください。
また、希望があれば島牧村が連携協定を締結している事業構想大学院大学島牧村サテライトキャンパスにおいて大学院生として受講することも可能です。(活動費から２年間の学費を支出します。）
本募集は、総務省が推進する「おためし地域おこし協力隊」制度を活用し、地域協力活動の体験機会を提供するとともに、当該体験を通じて相互理解を深めた上で、地域おこし協力隊の採用選考を行うことを目的として実施するものです。
おためし地域おこし協力隊期間中に実施する体験プログラム及び面接等は、地域おこし協力隊制度に基づく周知・募集・選考活動の一環として位置付けています。 

１　応募条件
下記に掲げるすべての要件を満たすことが必要です。
（1） 心身ともに健康で、誠実に職務を遂行できる方
（2） ３大都市圏をはじめとする都市地域等から生活拠点を島牧村へ移し、住民票を異動できる方
（3） 他の隊員や地域住民と良好な関係を構築し、業務に対して主体的に取り組むことができる方
（4） 活動期間終了後も島牧村に定住する意欲のある方
（5） 普通自動車運転免許を取得している方
（6） 自家用車（任意保険加入済み）もしくはリース車両を持ち込める方
（7） 公租公課等の滞納がない方
（8） 島牧村で実施する「おためし地域おこし協力隊ワークショップ」に参加できる方

２　募集人数
　①令和８年度　若干名（委嘱予定日：令和８年１０月１日）
②令和９年度　５名(委嘱予定日：令和9年4月1日）
　
３　雇用関係と活動内容
主に下記の活動に従事していただきます。
（1） 島牧村の観光まちづくりに関する業務
　　・雇用関係の有無：無
　（主な活動日：金、土、日、月、祝日が中心となります）
　　　・道の駅「よってけ！島牧」に併設されている「島牧知ろう館」を事務所とします。
　　・村の資源を活用した体験観光コンテンツ作成及びその事業化
・上記に付随する事務全般
　
４　委嘱期間
隊員の委嘱期間は、原則として１年とし、最長で委嘱の日から３年まで延長することができるものとします。

５　活動報告
　・毎月、活動報告書を役場に提出していただき、内容を審査の上支出を決定します。また、役場職員と３ヶ月に１回、対面での面談を実施します。また、定期的に村民向けの事業報告会を開催し、活動内容の共有を図っていただきます。

６　報償費
月額２９１，６１０円（活動が22日に満たない場合は、日額13,255円の日割り計算により支給）　また、総支給金額から源泉所得税を差し引いて支給します。

７　活動費・兼業の可否について
（１）活動費に関しては、予算の範囲内で支出を行います。
（２）事業構想大学院大学へ入学する場合は、活動費から学費（年間１６０万円）を支出します（受検費用、入学金は対象外）。
（３）業務に支障が無い範囲において、定住につなげるためや地域住民から頼まれる仕事については、観光まちづくり講師と協議の上、兼業を認める場合もあります。

８　応募～選考の流れ
最初に、「北海道島牧村　地域おこし協力隊応募用紙」に必要事項を記入のうえ、下記９の宛先へ提出してください。

① 書類選考（1次審査）
提出書類に基づき、地域おこし協力隊としての適性を確認します。

② おためし地域おこし協力隊ワークショップ（地域協力活動体験）
書類選考通過者を対象に、2泊3日程度の「おためし地域おこし協力隊ワークショップ」を実施します。開催は月に1回、観光まちづくり講師が来村している時に実施を予定しています。実施スケジュールについては、随時更新していきますので「９－３　選考スケジュール」をご確認ください。　
本ワークショップは、受入地域や自治体関係者、既存の協力隊員等との意見交換や、観光まちづくりに関する地域協力活動の体験、ワークショップ形式による課題共有等を通じて、応募者が地域協力活動を実体験し、自治体側も応募者の適性を確認することを目的とした体験プログラムです。
ワークショップ期間中には、地域おこし協力隊の採用選考の一環として面接（2次審査）を実施します。なお、この面接は最終的な採否を決定するものではなく、最終審査に向けた評価・確認を目的として実施します。
本ワークショップの実施にあたり発生する、宿泊費、プログラム実施に必要な経費、食費（昼食相当分）については、地域おこし協力隊制度に基づく事業として村が負担します。
（※島牧村までの交通費及び懇親会費用は参加者の自己負担となります。）

③最終審査　
おためし地域おこし協力隊ワークショップ及び2次審査の結果を踏まえ、別日程で村長等によるオンライン面接（最終審査）を実施します。

④合否決定および通知
最終審査終了後、おためし地域おこし協力隊ワークショップ及び各選考結果から判断の上、合否結果について文書または電子メールにより通知します。合格となった方には、併せて、委嘱開始予定日、任期、活動条件及び今後の手続き等について案内します。

９－１　選考方法
1 1次審査　書類選考（北海道島牧村　地域おこし協力隊応募用紙を提出）
2 2次審査　おためし地域おこし協力隊ワークショップ期間中に実施する面接
（観光まちづくり講師、企画産業課長）
3 最終審査　オンライン面接（島牧村長、総務経済部長）

９－２　選考方法（事業構想大学院大学入学希望者のみ）
下記リンクよりご確認ください。
　https://www.mpd.ac.jp/admissions

[bookmark: _GoBack]９－３　選考スケジュール(５月１１日更新）
　〇令和８年５月度
　1次審査　応募用紙提出期限　令和８年４月３０日(木)
　2次審査　おためしワークショップ　令和８年５月１８日(月)～５月２０日(水)
　〇令和8年6月度
1次審査　応募用紙提出期限　令和８年６月１１日(木)
　2次審査　おためしワークショップ　令和８年６月２５日(木)～６月２８日(土)
〇令和8年７月度
1次審査　応募用紙提出期限　令和８年７月１日(水)
　2次審査　おためしワークショップ　令和８年７月１５日(水)～７月１７日(金)
〇令和8年８月度
1次審査　応募用紙提出期限　令和８年８月１４日(金)
　2次審査　おためしワークショップ　令和８年８月２８日(金)～８月３０日(日)
〇令和8年９月度
実施予定はありません。

これ以降のスケジュールは確定次第更新の上、掲載します。

※最終審査の日程は個別に連絡します。

１０　問い合わせ先、応募書類提出先
島牧村役場企画産業課　担当：奥、宮本
〒０４８－０６２１　北海道島牧郡島牧村字泊８３
TEL：０１３６－７５－６２１２　FAX：０１３６－７５－６２１６
　MAIL：shimamaki@mpd.ac.jp
メールでの応募書類提出も可能です。郵送の場合は、封筒に「北海道島牧村　地域おこし協力隊応募書類在中」と明記願います。
